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３．雇用について 
問１８．人員状況 

 

最も多いのは「過不足はない」(47.2%)である。次いで「やや不足」(34.7%)、「大幅

に不足」(7.4%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大幅に

不足
7.4%

やや不足
34.7%

過不足はない
47.2%

やや過剰
1.2%

大幅に過剰
0.0%

無回答
9.5%

貴事業所の人員状況について伺います。【SA】　

n=337
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問１９．採用実績 

 

最も多いのは「採用実績なし」(56.1%)である。次いで「正規社員・非正規社員とも

採用実績あり」(19.9%)、「正規社員のみ採用実績あり」(8.6%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規社員・非正

規社員とも採用

実績あり
19.9% 正規社員のみ採用

実績あり
8.6%

非正規社員のみ採

用実績あり
7.1%

採用実績なし
56.1%

無回答
8.3%

貴事業所の直近 3 年間の新規雇用の採用実績について伺います。【SA】　

n=337
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問２０．平均賃金 

 

【正規社員】 

最も多いのは「30 万円以上」(20.8%)である。次いで「20～25 万円未満」(17.0%)、

「25～30 万円未満」(11.3%)の順である。平均は 25.8 万円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1～10万円未満
0.0%

10～15万円未満
1.9%

15～20万円未満
3.8%

20～25万円未満
17.0%

25～30万円未満
11.3%

30万円以上
20.8%

無回答
45.3%

問１９で「２．正規社員のみ採用実績あり」「３．非正規社員のみ採用実績あり」

と回答した方について採用者の平均賃金について伺います。【FA】　

n=53
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【非正規社員】 

最も多いのは「1,000～1,500 円未満」(28.3%)である。次いで「1,000 円未満」(7.5%)

の順である。平均は 1,121 円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000
円未満
7.5%

1,000～1,500円未

満
28.3%

1,500～2,000円未

満
1.9%

2,000円以上
1.9%

無回答
60.4%

n=53
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問２１．募集意向 

 

最も多いのは「募集しない」(42.1%)である。次いで「即戦力となる人材を中途採用

したい」(23.7%)、「新卒・中途を問わず若い人材を採用したい」(21.7%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1

23.7
21.7

10.1

9.8
8.9

7.7
6.2

5.3
3.6
3.0

0.9

10.1

0 10 20 30 40 50

%

募集しない

即戦力となる人材を中途採用したい

新卒・中途を問わず若い人材を採用したい

新卒採用を行いたい

正規社員を積極的に採用したい

非正規社員を積極的に採用したい

地元出身者（Ｕ・Ｊターン）を採用したい

わからない

経験豊富なシニア人材を採用したい

経営に携わる能力をもった人材を採用したい

外国人労働者を採用したい

その他

無回答

貴事業所の新規雇用の募集意向について伺います。【MA】　

n=337
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問２２．採用手法 

 

最も多いのは「取引先・知人等からの紹介」(27.6%)である。次いで「ハローワーク

での募集」(26.4%)、「その他」(11.0%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6

26.4

9.8

8.6

6.5

3.6

2.4

11.0

44.5

0 10 20 30 40 50

%

取引先・知人等からの紹介

ハローワークでの募集

広告・情報誌への掲載

民間就職情報サイトの活用

民間有料就職紹介所での募集

合同の会社説明会への参加

インターンシップの受入

その他

無回答

採用のために行っている手法について伺います。【MA】　

n=337
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問２３．人材確保への課題 

 

最も多いのは「募集しても応募がない」(29.1%)である。次いで「応募があっても適

した人材がいない」(22.6%)、「直ぐにやめる」(12.5%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1

22.6

12.5

7.4

6.8

1.8

12.2

40.7

0 10 20 30 40 50

%

募集しても応募がない

応募があっても適した人材がいない

直ぐにやめる

近隣と比較し給与水準が低い

通勤するための交通機関が不便

社員が住む住宅の確保が難しい

その他

無回答

人材を確保するにあたっての課題について伺います。【MA】　

n=337
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問２４．人材育成への取り組み 

 

最も多いのは「特に取り組んでいない」(36.8%)である。次いで「社内での教育・研

修・講演会の実施」(18.4%)、「社外の教育・研修・講演会への派遣」(13.9%)の順であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.4

13.9

8.3

8.0

4.7

4.5

3.6

4.2

36.8

25.8

0 10 20 30 40
%

社内での教育・研修・講演会の実施

社外の教育・研修・講演会への派遣

資格取得者に対する報奨金等の支給

計画的なＯＪＴ

技術・能力テストの実施

社員の自主的な学習への時間的支援

社外との人事交流や企業連携

その他

特に取り組んでいない

無回答

人材育成について、貴事業所で行っている取り組みについて伺います。【MA】　

n=337
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問２５．多様な働き方への取り組み状況 

 

①副業・兼業の承認 

最も多いのは「実施していないし、今後も予定はない」(32.9%)である。次いで「実

施している」(22.3%)、「実施したいが実施できない」(7.7%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している
22.3%

実施したいが実施

できない
7.7%

実施していない

し、今後も予定

はない
32.9%

知らない
7.4%

無回答
29.7%

多様な働き方が推進されている中、各種制度等に関する貴事業所の取組状況につ

いて伺います。【SA】　

n=337
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②在宅勤務・テレワーク制度 

最も多いのは「実施していないし、今後も予定はない」(53.4%)である。次いで「実

施している」(7.1%)、「知らない」(5.0%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している
7.1% 実施したいが実施

できない
4.5%

実施していない

し、今後も予定

はない
53.4%

知らない
5.0%

無回答
30.0%

n=337
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③多様な勤務時間の導入（フレックスタイム制、時短勤務など） 

最も多いのは「実施していないし、今後も予定はない」(40.1%)である。次いで「実

施している」(16.6%)、「実施したいが実施できない」(9.2%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している
16.6%

実施したいが実施

できない
9.2%

実施していない

し、今後も予定

はない
40.1%

知らない
5.3%

無回答
28.8%

n=337



37 

④柔軟な勤務制度の導入（育児・介護等の支援、法定外休暇など） 

最も多いのは「実施していないし、今後も予定はない」(29.4%)である。次いで「実

施している」(22.6%)、「実施したいが実施できない」(13.9%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施している
22.6%

実施したいが実施

できない
13.9%

実施していない

し、今後も予定

はない
29.4%

知らない
5.3%

無回答
28.8%

n=337
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⑤多様な正社員の導入（時短正社員、職務限定正社員など） 

最も多いのは「実施していないし、今後も予定はない」(38.9%)である。次いで「実

施したいが実施できない」(11.9%)、「実施している」(10.4%)の順である。 

 

 

【総括】 

 

実施して

いる
10.4%

実施したいが実施

できない
11.9%

実施していない

し、今後も予定

はない
38.9%

知らない
9.2%

無回答
29.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑤多様な正社員の導入

④柔軟な勤務制度の導入

③多様な勤務時間の導入

②在宅勤務・テレワーク制度

①副業・兼業の承認

実施している
実施したいが実施できない
実施していないし、今後も予定はない
知らない
無回答

n=337
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問２６．人材育成への課題 

 

最も多いのは「特に課題はない」(36.2%)である。次いで「指導・育成を行う能力の

ある社員がいない、もしくは不足している」(15.4%)、「社員が多忙で、教育を受けてい

る時間がない」(14.5%)の順である。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

15.4

14.5

7.1

6.8

6.2

4.2

2.1

0.9

3.6

36.2

27.6

0 10 20 30 40

%

指導・育成を行う能力のある社員がいない、も

しくは不足している

社員が多忙で、教育を受けている時間がない

指導・育成のノウハウが社内にない

現場での先輩・上司から後輩・部下への技術や

ノウハウの継承が上手くいかない

人材育成のために必要となる費用を捻出できな

い

人材の訓練・育成のための設備や施設が社内に

ない、もしくは不足している

外部機関を利用したいが、適切な機関がわから

ない

社内のニーズにマッチする施策やプログラムが

ない

その他

特に課題はない

無回答

人材育成における課題について伺います。【MA】　

n=337


